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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・インフルエンザ予防接種希望日の入力が本日までとなっている為、未入力のスタッフは入力すること。
・第4回法人研修出欠結果について、変更が11/11までとなっている為、修正等がある際は早めにSGMへ報告すること。

・教育委員会アンケート締め切りが11/11までとなっている為、未提出のスタッフは早急に提出すること。
・行動観察メモを作成しSGMへ提出のこと。提出期限11/15（火）。

・ケアアセスメント表は、12/1（木）から作成。提出期限12/9(金)。

・12月分プログラムテキストの作成は提出期限11/22（火）17:00。

・クリスマス会12/23実施予定。現在、企画書を作成中。提出期限11／16（水）。
・11/23（水）祝日プログラムは、ケーキバイキングを実施予定。
・慶長JGM、11/11（金）弘前へ電子カルテの視察に行く予定。左記に伴い、勤務変更あり。（石渡歩美　D→N勤務へ）

・木村　美智子様　ケア会議実施予定。
　11/25（金）14:00～15:00　メンタル3Ｆ会議室にて　慶長JGM参加予定。
・松川順子様　サービス担当者会議実施予定。
11/11(金)16:00～北病棟にて　担当スタッフ：小滝みさと参加予定。
・野月　利章様　サービス担当者会議実施予定。
　11/15（火）15:00～青山荘にて　担当スタッフ：石渡歩美参加予定。
＜利用者様情報＞
デイケア

・大下　伸治　様～本日、9:30～16:00の予定で体験利用を実施している。午前中の感想としては「疲れた。」「体が痛い。」等の訴えが聞かれている。必要に応じて臥床し休めることも伝え、対応している。疲労感に注意し、過ごしてもらえるよう観察、対応をしていく。
・根地戸　恵　様～男性用トイレの扉を開けようとしており、話が出来る男性利用者を探す様子見られている。常識的な行動について、振り返りを行っている。
・藤村　翔　　様～レクダンスの際、不自然に身体を大きく動かし取り組む様子見られている。プログラムの取り組みや精神症状など観察していく。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昨日、日中を通し落ち着かず無断で外出しようとする様子見られている。帰荘後の様子について青風荘から情報提供あり。水分摂取量が多く、表情の硬さ見られている。また自室内に衣服が散乱しており、洗面器に排尿したあとがあったとのこと。本日、来所後は外を気にする様子は少なく落ち着いて経過している。引き続き、所在確認と本人の訴えを傾聴していく。

・板橋　利美　様～青風荘より情報提供あり。食事をほとんど摂取しない状況が続いているが間食を摂っていることがあり、指導をしているとのこと。本日の昼食は、全体の1/2量摂取。眠気を訴えることあり。
・古舘　正行　様～青風荘より情報提供あり。帰荘後、独語、振戦著明で疎通不良あり。ホール内でベルトを外すなど落ち着きなく過ごしているとのこと。本日、来所後は上記のような状態は見られず落ち着いて経過している。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり。帰荘後、大声での独語あり。また小笠原様に一度あげた手紙を本人から返してもらい、スタッフへ見せている。亡くなった他者を引き合いに出し、「その方は渡した手紙を返してくれたのに、小笠原さんは返してくれない」と比較するような発言聞かれていたとのこと。本日、来所後はスタッフへの話し掛けはあるが大声での独語等は無く経過している。
・田中　一　　様～本日、来所後「夜10:00くらいに布団に入ったのに寝付けなくて、3:00から5:00の2時間くらいしか眠っていない」と不眠を訴えている。眠れなかった理由については「横を向くと体が痛いし、上を向くと鼻がつまって」と話している。疲労感などを確認していく。
ナイトケア
・村上　元道　様～昨日、休養目的で欠席予定であったが来所している。医師との面談の際、自分の考えを記入したメモを渡しているが東京に行きたい。バブルを取り戻す。といった内容であったとのこと。本人は「幻聴がある」と訴えている。体調については特に問題ないとのことだが、落ち着きのなさや一度にたくさんのことを言われた時に混乱して覚えていられなくなると自身の現状について話している。上記状態は医師にも相談しているとのことで、休める時にはゆっくり休養することと、病状の変化に注意しつつ不調を感じた際には相談して欲しいことを伝えている。
＜外来情報＞

・冨田　紀子　様～「2日に1体、赤ちゃん人形を作っている。」「デイケアにも行けている。」と話している。

・奥山　以依子様～インフルエンザ予防接種実施している。

・坂本　健治　様～「兄も大学をめざし勉強している。自分も勉強しているので、2人で頑張っている」と話している。

・中居　美津子様～「ストーカーに遭っている」と妄想めいた話をしている。

・船場　幸子　様～インフルエンザ予防接種実施している。

カンファレンスシート（　菅野　勝利　様）

実施日：H28年11月10日（木）13：30～14：00

担当チーム：佐々木・服部

検討内容　目標の見直し

	氏名
	菅野　勝利
	性別
	男
	年齢
	74
	生年月日
	昭和17年2月26日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身につける、病識をつける

	本人希望
	再発せずに、現在の生活を続けていきたい

	家族希望
	

	入院歴
	計1回（最終：H24年7月～H24年12月　）

	通所歴
	　　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H23年12月16日～現在　　（月1回/水曜日）

	その他サービス利用
	火･金曜日はデイサービス｢ほほえみ三戸｣､木曜日は訪問看護ステーション｢五福｣､水曜日は当院受診･デイケア､木曜日(昼)は配食サービス(三戸社会福祉事務所)、火･土曜日はヘルパー(三戸社会福祉事務所)

	住居：自宅(単身)
	家族構成：姉は結婚し千葉県の在住

　両親は亡くなっており、自宅に一人暮らし


	利用制度
	○○手帳　級

精神障害者保健福祉手帳　2級
	年金　級


	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

生活保護


	備考：事例検討に必要な情報を記載

20代より飲酒が習慣化される。S52年頃､酩酊状態で他者とのﾄﾗﾌﾞﾙに至ることがあり､S52.10.7八戸赤十字病院へ入院(～S52.11.28)。飲酒が再開され､S53.1.23同院へ2回目の入院(～S53.3.10)。酩酊状態で興奮的･攻撃的となることや､｢殺すぞ｣等の幻聴が出現して､H6.4.2､当院へ入院(～H7.3.27)。退院後は当院への通院を継続。H22.7.7横紋筋融解症､急性胆のう炎､急性腎不全の治療を目的として､八戸市立市民病院へ入院。同院での身体的治療が終了後､ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを目的として､H22.8.10当院へ2回目の入院(～H22.12.16)。退院後は自宅療養となり､当院への外来通院､精神科ﾃﾞｲｹｱ･ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ｢鶴亀荘｣･訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣･ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟの利用を継続。情動不穏や身体不調を訴えることはなく経過していたが､H23年7月上旬頃より苛々感･易疲労感が顕著となり､食欲が低下していた。その後も上記症状が改善せず､症状の安定化を目的に､本人が入院治療を希望。当院へ3回目の入院となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せずに、現在の生活を続けていきたい。
	①不安やストレスについてスタッフに相談し、対処することができる。
	①具合が悪い時はスタッフに相談する。


	①ストレスや不調を感じた際は､職員へ相談する。職員は､通所時には必ず声を掛け、苛々感やストレスの有無を確認し、病状の変化がないか観察する。

	
	②体重を増やさないよう、運動を習慣づける。
	②通所で血圧、体重測定を行い記録する。
	②散歩等の運動を続け､体重減量を目指す。職員は､体重測定と食事内容の確認を行い、その都度振り返りを行う。体重減量の為、自宅でできる運動方法について検討し、実際に行ったかを確認する。

	
	③清潔の保持、金銭面のやりくりを行う。
	③入浴・更衣を週3回は行い、清潔に過ごす。年金内でやりくりする。
	③浪費しないよう気をつけ､生活で困ったことがあれば職員へ相談する。職員は､生活状況（日中の過ごし方、金銭面、衣類交換等の整容面）を確認し、適宜アドバイスを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①具合が悪い時はスタッフに相談する。


	・デイケアの利用は月１回。特に病状の変化は見られず、自身からの相談ごともない。
・体調については「元気だよ」と話し、笑顔が見られる。苛々感やストレスについて話してくることはない。
・服薬も問題ない。睡眠も充分にとれている様子を話している。
・生活リズムの乱れは見られない。
	苛々感やストレスについて話してくることはないが、今後も来所時は声を掛け、病状の変化がないか観察を行っていく。また、不調時は他機関とも連携して対応していく。⇒計画継続

	②通所で血圧、体重測定を行い記録する。
	・血圧は、測定・記録は忘れず行っている。血圧高値は見られない。
・体重増加はないが、5月66.6㎏→10月63.8㎏に減少している。体調不良はないとのこと。

・血圧は、130～120/80～70mmHg台で経過している。利用日には来所できており、生活状況を確認するが、特に困ったことはないとのこと。
・普段の運動量は、朝に散歩を日課として、水汲みに出掛けている。買い物に行く際には、自転車行っている。また、町内体育館で行われている、「100歳体操」に参加している。
・食事は､デイケアやデイサービス利用時は施設で食べ、他は配食サービスや自炊して食べている。
	体重減少に関して、身体症状に変化はないか確認していき、症状悪化に注意していく。また、食事や運動量を確認し､随時評価していく。⇒計画継続


	③入浴・更衣を週3回は行い、清潔に過ごす。年金内でやりくりする。
	・特に生活で困っていることはないと話す。
・入浴は週2～3回で、体臭等も感じられない。髭も剃れており､整容面は問題が認められない。
・金銭面について、浪費はなく、年金内での遣り繰りは出来ているが、友人に毎月2～3千円貸している状況。(友人は毎月1日に必ず返済にくる)
・必要なものは自身で購入することが出来ている。
	入浴については、デイサービスを利用時、週2回行えている。保清は保てている為、短期目標からは外していく。金銭面に関して、友人にお金を貸すことがあり、トラブルとならないよう状況を確認して行く。今後も安定した生活が継続出来るよう､随時､生活状況について確認していく。⇒目標一部変更

	その他
	・忘薬・怠薬等はなく､病状も概ね安定している。地域で行われている運動へ参加し、地域生活も特に問題なく続けている。

・同じ方面から来る他者と地域の話をしていたり、トランプをして交流が見られる。

・時々、知人と飲食店に出掛け、食事をしながらビールを飲む事がある。酒量はジョッキ1杯とのこと。飲みすぎることはないと話している。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せずに、現在の生活を続けていきたい。
	①不安やストレスについてスタッフに相談し、対処することができる。
	①具合が悪い時はスタッフに相談する。


	①ストレスや不調を感じた際は､職員へ相談する。職員は､通所時には必ず声を掛け、苛々感やストレスの有無を確認し、病状の変化がないか観察する。

	
	②体重を増やさないよう、運動を習慣づける。
	②散歩等の運動を続け､体重減量を目指す。
	②来所時は、血圧・体重測定を行い記録する。職員は､運動量･食事内容･体重変動はないか確認、把握し、身体症状の悪化に注意する。

	
	③金銭面のやりくりを行う。
	③年金内でやりくりする。
	③浪費しないよう気をつけ､生活で困ったことがあれば職員へ相談する。職員は､生活状況を確認し、適宜アドバイスを行う。


